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アジアビジネスモデルを発表す
るキルヒマン三菱ふそう社長
（左から２人目）
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安川電機の主力ロボットと
他メーカーの商品展開　　

アーク溶接
ロボット

ファナックが 年に
低価格機

スポット溶接
ロボット

不二越、川崎重工業
が 年に、ファナッ
クが 年に新型機

ハンドリング
ロボット

ＫＵＫＡロボターが
年に新型機

パレタイジン
グロボット

ファナックが 年に
新型機 稼働した上海板金機械工場（アマダ）

　次回は－
　 日 月 は新聞休刊日ですので、
中国・アジア　ダイジェスト」面の
次回は 日（月）に掲載します。

ＴＥＬＯＰ

　

□５月 日（月）　□
　

■アイダ、ジャガーから受注
中・英工場向け／プレスライン

　

　アイダエンジニアリングは、英ジャガ
ー・ランドローバーから、自動車の車体
を成形する大型サーボタンデムプレスラ
インと量産準備用のプレス機を受注し
た。英国、中国の両工場向け。（６面）
　

□５月 日（火）　□
　

■安川電機、世界で同時刷新
産ロボ／中・米に照準

　

　安川電機は、同社として初めて産業用
ロボットの主力機全種を世界同時に刷新
する。工場省人化が進む中国や米国でロ

ボットの需要が高まる中、競合他社に先
駆けてシェア拡大を狙う。 （１面）
　

■医療機器－中・米を攻略
戦略の使い分けカギ

　

　世界の医療機器市場は急成長。現在の
約 兆円が 年には 兆円に。日本勢
が狙う市場は、成長が続く中国と、依然
世界最大の米国だ。二つの戦略を使い分
けるのがカギ。 （深層断面 面）
　

■小林製薬、漢方薬原料の子会社
生薬調達・漢方エキス製造

　

　小林製薬は、安徽省合肥市に漢方薬の
原料調達の子会社を６月中に設立する。
生薬調達や漢方エキス製造など、小林製
薬が日本で販売している漢方製剤の原料
を供給する。 （３面）
　

■アマダ、自動化ニーズに対応
上海・板金機械の新工場が稼働

　

　アマダは、上海に板金機械の新工場を
稼働させたことで、現地の普及価格帯へ
の供給体制が整った。周辺装置も生産

し、人件費上昇や人材確保難で急速に高
まる自動化ニーズに対応する。（６面）
　

■立命館大、大連理工大に新学部
グローバルＩＴ人材を育成

　

　立命館大学は、中国の大連理工大学と
共同で新学部を開設する。９月に大連理
工大内に設置し、中国人学生を中心に諸
外国の学生も受け入れてグローバルＩＴ
人材の育成を目指す。 （ 面）
　

■山八歯材、中国に新工場棟
人工歯・インプラント／年２億本

　

　山八歯材工業は、中国で人工歯など歯
科材料を増産する。中国工場に新工場棟
を６月完成、生産能力を年間２億本に倍
増する。入れ歯用の人工歯やインプラン
ト、その材料を生産。 （ 面）
　

□５月 日（水）　□
　

■鬼怒川ゴム、中国企業に出資
％／防振ゴム部品技術供与

　

　鬼怒川ゴム工業は、中国地場の自動車
向けゴムメーカー河南科威に資本参加す
る。３億円を出資。出資比率は ％。技
術供与し防振ゴム部品を生産。日産自動
車の現地合弁会社に供給。 （５面）
　

■ホンダ、広東第３ライン着工
年産 万台／稼働 年に延期

　

　ホンダは、広汽ホンダの広東省の増城
工場の敷地内で完成車の第３ラインとエ
ンジン工場を着工した。 年に稼働。
中国での日本車不買の影響で延期になっ
た。年産能力は 万台。 （５面）
　

■トイザらスと共同出店
イオンファンタジー

　

　イオンファンタジーは、中国で玩具専
門店チェーンの米トイザらスと共同出店

する。現地のショッピングセンターに、
トイザらスの店舗とイオンファンタジー
の遊戯施設を併設 月１号店 （ 面）
　

■アーネスト、ベトナム第２稼働
車用再生部品／ 倍 万個

　

　アーネストは、自動車用再生部品のベ
トナム第２工場を６月にも稼働させる。
第１工場で中古部品を分解、洗浄、加工
し、第２工場で組み立てる。 倍の約
万個に。 （ 面）

　

□５月 日（木）　□
　

■アイシンＡＷ、ＡＴ部品増産
４倍・年 万台分／新工場向け

　

　アイシンＡＷは、天津市にある自動変
速機工場で構成部品の生産を 年末を
めどに増強する。約 億円投資。年産能
力を４倍の 万台分に。増強分は隣接地
に建設する新ＡＴ工場に供給。（１面）
　

■ＡＤＥＫＡ、中韓の開発強化
上海に樹脂添加剤の開発拠点

　

　ＡＤＥＫＡは、中国と韓国で研究開発
機能を強化する。上海市近郊に樹脂添加
剤の開発拠点を設ける。韓国にはスマホ
のＤＲＡＭ材料の評価設備と人員増強。
需要地で開発機能を高める。 （ 面）
　

□５月 日（金）　□
　

■プレス機械、中国製販で提携
能率機械製作所・リール／月産 台

　

　能率機械製作所とリールは、中国での
プレス機械の製造・販売で提携した。中
国企業との合弁工場で、高速精密プレ
ス、難加工材加工用プレスなど６機種を
生産。月産 台。 （８面）

　

■三菱電、レーザー加工機 ％増
中国投入タイプ／最高の 台

　

　三菱電機は、 年３月期のレーザー
加工機の販売目標を、 ％増の 台に
設定。同社として過去最高の台数。中国
投入のＣＯ２２次元レーザーの発振器出
力 機を戦略機とする。 （９面）
　

■クオリカ、アジア展開でＯＪＴ
中国・シンガポール／人材派遣

　

　クオリカは、加速する海外展開に対応
するため、グローバル人材の育成を強化
する。中国とシンガポール拠点に人材を
派遣、現地でＯＪＴ。主要顧客・コマツ
の海外進出に合わせて展開。 （ 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　安さで勝負
　中国・海天華遠副総経
理の楽暁東さん。世界最
大の射出成形機メーカー
の海天国際グループで国
外向け製造販売を手がけ

る。「初期費用の安さと省エネルギーに
よるランニングコスト低減で貢献した
い」。大阪に新設したショールームの開
所式であいさつした。 （ 日 ６面）

貨物向けの機材拡大や路線開
設を進める（ＡＮＡ）

ＴＥＬＯＰ
　

■豊田通商、インドネシア社に出資
アストラオートパーツ（ 日３面）

　

■ヤンゴンに事務所、物流事情調査
日本トランスシティ（ 日 面）

　

■インドネシア子会社を増資
興銀リース（ 日 ）

　

■レンゴー、タイ２社の株取得
年産 ％増／ 万 （ 日 面）

　

■東南ア投資ファンドに出資
リサ・パートナーズ（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　成功も苦い経験も
　「成功も、苦い経験も
学ぶ」と覚悟を決めるの
は、タイ国鉄総裁のプラ
パット・チョンサングゥ
アンさん。ＪＲ九州と協

力関係構築に関する覚書を交わした。古
い車両を改造した観光列車を「来年には
走らせたい と ＪＲ九州側が驚く場面
も。早くも関係は加速。（ 日 面）

　

□５月 日（月）　□
　

■古河電工、インドで生産開始
エアバッグ部品／ブラジルでも

　

　古河電気工業は、インドとブラジルで
ステアリングロールコネクター ＳＲＣ
の生産を始める。ＳＲＣはエアバッグの
起動などで電気信号を伝達する部品。世
界シェア ％でトップ。 （５面）
　

■三菱ふそう、アジアで存在感
インド生産拠点と連携強化

　

　三菱ふそうトラック・バスが、中期経
営戦略「アジアビジネスモデル」。同じ
ダイムラーグループ内のインドの一大生
産拠点と、連携を強化して競争が激化す
るアジアで存在感を高める。 （５面）
　

■ＴＤＫ、タイに専門営業チーム
車載用部品／東南ア開拓

　

　ＴＤＫは、タイ子会社のＴＤＫタイラ
ンドに車載用部品を専門に担当する営業
チームを配置した。タイを中心に東南ア
ジアをカバー。日系自動車と欧米の自動
車電装品向け。 （ 面）
　

■信越化学、タイ合弁を子会社化
シリコーン／最終製品まで一体運営

　

　信越化学工業は、米ＧＥとのタイの折
半出資会社・アジアシリコーンズモノマ
ーを完全子会社化。取得額は約 億円
ＡＳＭはシリコーン樹脂の中間体を製

造。最終製品までを一体運営。（ 面）
　

■ケイヒン、ベトナムで輸送拡大
インフラ案件に照準

　

　ケイヒンは、ベトナムで輸送業務を拡
大する。現地にある双日と協同飼料の共
同出資会社から飼料などの輸送を受託。
高速道路や橋梁、港湾の建設に関わるプ
ロジェクト貨物案件に照準。 （ 面）
　

□５月 日（火）　□
　

■アジアの原子力人材を育成
ＩＡＥＡ／東大でスクール

　

　ＩＡＥＡは、アジアの原子力に関わる
若手人材の教育を行う「スクール」を東
京大学で始めた。日本のほか、ベトナ
ム、中国、インドネシアなどの カ国か
ら 人が参加した。 （２面）
　

■三菱自、ミャンマーに拠点
ヤンゴン／中古車市場で流通

　

　三菱自動車は、三菱商事やミャンマー
の投資会社などとミャンマーのヤンゴン
市にアフターサービス店を開設した。輸
入規制が厳しく車両を販売していないが
三菱車が中古車市場で流通。 （５面）
　

■サムコ、インドに拠点
半導体製造装置／企業・研究向け

　

　サムコは、インドに半導体製造装置の
販売サービス拠点を開設する。企業や研
究機関への提案力を強化するとともに、
現地での技術サポート体制を構築。現地
ニーズに即した製品開発。 （ 面）
　

■本多電子、タイに事務所
超音波洗浄機／現地日系向け

　

　本多電子は、タイ・バンコク市に駐在
員事務所を７月開設する。東南アジア地
域の情報収集拠点と位置づけ、超音波技
術を応用した洗浄機など産業機器を現地
の日系メーカーなどに提案。 （ 面）
　

■タイに水処理の設計・調達拠点
オルガノ／東南ア開拓

　

　オルガノは、タイで水処理設備の設計
や設計技術者育成のための拠点を開設
し、東南アジア市場の開拓を本格化す
る。中国を含むアジア全域を対象に部材
調達のための拠点も併設。 （ 面）
　

■日系の東南ア展開を支援
みずほコーポ銀／地場企業に投資

　

　みずほコーポレート銀行は、国際協力
銀行、シンガポールの投資促進機関と、
日系企業のＡＳＥＡＮ展開を支援するこ
とで覚書。日系企業の展開に有益な地場
企業を選出し投資する。 （ 面）
　

■京都工業会、新興国展開を支援
ベトナム・タイ／現地企業と交流

　

　京都工業会は、東南アジアや中近東の
新興国への事業展開に向けた会員企業へ
の支援を強化する。ベトナムやタイなど
で現地企業と交流し、ビジネスマッチン
グを進める。セミナーも継続。（ 面）
　

□５月 日（水）　□
　

■経団連、インド首相と昼食会
税制改正求める

　

　経団連は、インドのマンモハン・シン
首相を招いた昼食会を開いた。米倉弘昌
会長は、インドの外資規制緩和などを評
価、「引き続き外資・金融規制緩和、税
制の改善をお願いしたい」。 （３面）

　

■ＪＥＳＣＯが買収
ベトナム・ゼネコンの設備工事子会社

　

　ＪＥＳＣＯホールディングスは、ベト
ナムのゼネコン大手であるホワビンの設
備工事子会社を買収する。プロジェクト
の受注から設計、施工まで一体的な協業
体制を構築する。 （１面）
　

■ホンダ、インドで２輪５割増強
第３工場／年 万台

　

　ホンダは、インド南部のカルナータカ

州ナルサプール地区で稼働した２輪車の
第３工場の年産能力を 年度中に５割
増強する。年産 万台から拡張して
万台まで増やす。 （５面）
　

■国際帝石、権益 ％に
インドネシアＬＮＧプロ

　

　国際石油開発帝石は、インドネシアの
アラフラ海マセラ鉱区で開発準備中の
「アバディ液化天然ガス（ＬＮＧ）プロ
ジェクト」の権益比率を５％増加し ％
に。現地会社が出資引き揚げ。（ 面）
　

□５月 日（木）　□
　

■アジア中心に参加 件以上
スマートコミュニティー

　

　日本企業が海外で参加するスマートコ
ミュニティー事業計画が 件以上に上る
ことが分かった。人口増加や経済成長で
エネルギー使用が急増しているアジアを
中心に参加事業が多い。 （１面）
　

■「インド新幹線」　受注へ前進
日印首脳会談

　

　安倍晋三首相は、インドのシン首相と
会談、ムンバイ―アーメダバード間の高
速鉄道計画の共同調査で合意。日本側が
受注を目指す新幹線システムの採用に大
きく前進した。 （３面）
　

■岡三、比ＲＣＢＣ証券と提携
投資情報、円滑に入手

　

　岡三証券は、フィリピン大手銀行・リ
サール商業銀行傘下のＲＣＢＣ証券と業
務提携する。岡三証券は株式注文を取り
次ぐほか、投資情報を円滑に入手できる
体制を構築する。 （３面）
　

■タイでメガソーラー完成
シャープ／合計

　

　シャープは、三菱商事の子会社が出資
するタイの発電事業者ＮＥＤから建設を
受注した同国最大のメガソーラーが完
成。完成したのは 。隣接区画と
合わせ に。 （ 面）
　

■ベトナムで微細加工機生産
ＴＡＮＯＩ／ピーエムティー

　

　ＴＡＮＯＩとピーエムティーは、宇都

宮市に共同出資会社を設立した。ＴＡＮ
ＯＩのベトナム工場で、ピーエムティー
が手がけている微細加工機や自動化装置
の生産を検討する。 （ 面）
　

□５月 日（金）　□
　

■インドネシアでの設備投資支援
三井住友ＦＬなど／中小向けリース

　

　国際協力銀行と三井住友ファイナンス
＆リースは、日本の中小企業にインドネ
シアでの設備投資を促すため、リースに
必要な資金を貸し出す。三井住友銀行と
協調融資。総額 万 。 （３面）
　

■インド企業に特殊鋼の技術
愛知製鋼／現地供給体制整備

　

　愛知製鋼は、インドの鉄鋼メーカーの
ウッシャー・マーティンと特殊鋼に関す
る技術支援契約を締結した。品質向上の
ための生産技術を指導。現地供給体制整
備に向け足がかり。 （ 面）
　

■ＡＮＡ、貨物黒字化へ
アジア拡充／貨物 機体制

　

　全日本空輸は、貨物事業で機材導入と
路線拡大を進め、 年度黒字化へ。貨
物機を年１機増やし ― 機に。アジア
を中心に路線開設、那覇空港の貨物拠点
を軸にネットワークを拡充。 （ 面）
　

■ベトナム物流施設、日系に仲介
ホンダロジコム／専門サイト開設

　

　ホンダロジコムは、ベトナムの物流施
設を日系企業に仲介する事業を始める。
物流事業を現地で展開する中で集めた物
流施設の情報を提供。施設情報を載せた
専門サイトを開設する。 （ 面）
　

■アジア医療技術者の技術向上
宮崎県など／タイから受け入れ

　

　宮崎県は、外国人医療技術者の技術力
向上支援に 年度乗り出す。タイから
看護師や医療技術者を受け入れ、人工透
析を中心とした操作研修を九州保健福祉
大学、大分県などと行う。 （ 面）

　　 ２０１３年 平成２５年 ６月３日 月曜日 　　 （ ）


